
8 その他樹木の病害 

I）力ランバヤン隷筆褐議編 

診断の要点 苗木から若木の葉に発生し、葉枯性ないし落葉被害を起 

こす。始め東に小さな褐色斑を多数生じ、これはしだいに拡大し、ある 

いは融合しながら5~ 15mm 大の不規則形の褐色～暗褐色斑となる。病 

斑は一葉に100を超えることも珍しくない。病斑はさらに融合拡大して 

人形の菓枯れ状病醐となり、あるいは向側から乾固、巻き込みながら落 

菓する。病斑表裏両面に微小な黒色の毛状物（病原菌の分生子柄束）を 

発生する。これは針などで簡単に掻き採ることか出来る。カランパヤン 

(AJ所ocゆ ha [us tThneus司 は大形の早生樹で、植栽後の発生ではさほど 

障害は出ないが、幼苗時に発生すると生育不揃いを起こし、得苗率に影 

響を与える。不整形の褐色病斑と病斑上に形成される黒色毛状体によ 

り、比較的容易に診断出来る（図版10-4), 

病原菌と病名 Phaeo,sano,hszs Withocep加危Kobayashi 分生子柄東 

は、内生菌糸か集合した小塊から、表皮を破ってあるいは気孔から葉の 

外に直立して形成される。分生子柄を10本以上束にして構成され、黒色 

て徑が15-20p m 、長さ0 2-lmm 。分生子柄は褐色～黒褐色、隔壁は 

＼

、

、

 

図－I 6 

カランパヤン線毛褐斑病菌 

（左 分生子柄束、右 分生子） 
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8 その他樹木の病害

せんもうかっぱんびょっ

1) カランパヤン線毛褐斑病

診断の要点 苗木から若木の葉に発生し、葉枯性ないし落葉被害を起

こす。始め東に小さな褐色斑を多数生じ、これはしだいに拡大し、ある

いは融合 しながら 5~15mm 大の不規則形の褐色 ~ 暗褐色斑 となる。病

魔は一葉に 100を超えることも珍しくない。病斑はさらに融合拡大して

人形の菜枯れ状病弱とな 1)、あるいは両側から札閏、巻き込みながら落

葉する。病斑表裏両面に微小な黒色の毛状物 (病原菌の分皇子柄束) を

発生する。 これは針などで簡単に掻き探 ることか出来る。 カランパヤン

(ルガ2飾り脳をrsL/z班の鳶⑥ は大形の早生樹で、植栽後の発生ではさほど

障害は出ないが、幼苗-特に発生すると生育不揃いを起こし、得苗率に影

響を与える。不整形の褐色病班と病魔上に形成される黒色毛状体によ

り、比較的容易に診断出来る (図版 10‐4)。

病原菌 と病名 P/2解ひ格α′?ops!s鰯街ひじり脳 /ロ Kobayashl 分生子柄東

は、内生菌糸か康子した小塊から、表皮を破ってあるいは気孔から葉の

外に直立して形成される。分生子柄を10本以上束にして構成され、黒色

て樫が 15~20 〆m 、長さ 0 2~lmln 。分生子柄 は褐色 ~ 黒褐色、隔壁は
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多数あリ、替4 5~ 6,sp nh 頂部に令出芽・シンポゾオ型に分生子を産生 

する。分生子は長円筒形ないし長倒視棒状、直ないしやや湾曲、褐色、7 

- 14隔壁を有し、74-148 x 5-7 5pm 、表血平滑（図16)。和病名は 

病徴（褐斑）と標徴（毛状の分生子柄束）を組み合わせて線毛褐りI病と 

名付けられた。英病名は単にBrown spotである。 

発生樹種と分布 フィリピンで1978 年にカランバヤン上に発見記載 

された病気であるが、その後フィリピン以外からの報告はない。分生子 

の伝播方法、侵人感染機構、潜伏期なと詳しい発生生態もまた不明であ 

る。 

防除対策 苗畑で幼苗時に発生した場合は、銅水和剤あるいはマンネ 

ブ剤（いすれも500倍）を10 日おきに3-4 回散布する。 

びょう 

2）ビャクダンスパイク病 

診断の要点 若木から成木に発生し、発病枝か次々に枯れるため、樹 

冠は退廃し、また樹全体もしだいに哀退してついには枯死にいたる。ピ 

ャクタソ最人の防除困難病害であり、未分布地域への持ち込み（侵入） 

を警戒すへき病気である。展葉してからの発病では縁色部分に黄白化が 

始まり、しだいに病小菓あるいは復葉全休か黄白色に変わる。羅病枝か 

ら出る新芽はすべて黄白色て、著しく小形化し、硬く、掌状て先端か尖 

り、節問か短縮しているためそれ以上展開しない。このため罹病枝には 

多数の黄白色の病芽（枝）が散りばめたように形成されるため、遠くか 

ら見ても異常が判る。占い病樹にはほとんど健全枝葉が見られず、樹全 

体が黄色ないし白色を呈し、奇観ではある（図版10-5)。このような樹は 

3-4年で枯れてしまう。植栽林に発生すると、その林は数年で枯損樹が 

林立し、残存樹も重症の樹ばかりで、まさに手の施しようがない有り様 

になる。秒害のひとさは、ちょうど日本の若いキリ林にてんぐ巣病が発 

生したのと似た状況になる。 
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多数あり、禅 4 5~6,5"m 、頭部に全出芽・シンポゾオヱ四こ分 iE子を産生

する。分生子は長円筒形ないし長倒横棒状、直ないしやや湾曲、褐色、7

~14 隔壁 を有 し、 74~148 × 5~7 5“m 、表 面平 椙 (.図‐16) 。和病名 は

病徴 (掲班) と標徴 (毛状の分生千柄束) を組み合わせて線毛褐班病と

名付けられた。英病名は戦こBrown spot である。

発生樹種と分布 フィリピンで 1978 年にカランパヤン上に発見記載

された病気であるが、その後フィリピン以外からの報告はない。分生子

の伝播方法、侵人感染機構、潜伏期なと詳しい発生生態もまた不明であ

る 。

防除対策 苗畑で幼苗=おこづさ生した場合は、銅水矛隣りあるいはマンネ

ブ剤 (いすれも500倍) を 10日おきに 3~4 回散布する。

びょう

2) ビャクダンスパイク病

診断の要点 若木から戊木に発生し、発病枝か次々に枯れるため、樹

冠は退廃し、また樹全体もしだいに哀退 してついにはキと,死にいたる。ビ

ャクダン最大の防除困難病害であり、末分布地域への持ち込み (侵入)

を警戒すへき病気である。展葉してからの発病では緑色部分に黄白化が

始まり、しだいに病小柴あるいは復葉全体か黄白色‘,こ変わる。羅病枝か

ら出る新芽はすべて黄白色て、著しくノi・形化し、硬く、掌状て先端か尖

り、節聞か短縮しているためそれ以上展開しない。このため羅病枝には

多数の黄白色の病芽 (枝) が散りばめたように形成されるため、遠くか

ら見ても異常が判る。占い病樹にはほとんど健全枝葉が見られず、樹全

体が黄色ないし白色を呈し、奇観ではある (図版 10‐5)。このような樹は

3~4 年で枯れてしまう。植栽林に発生すると、その林は数年で砧損樹が

林立し、残存樹も重症の樹ばかりで、まさに手の施しようがない有り様

になる。秘書のひとさは、ちょうど日本の若いキリ朴にてんぐ巣病が発

生したのと似た状況になる。
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新芽の奇形化、黄白化により診断は容易であるロ 

病原および病名 Mycoplasmalike organism（マイコプラズマ様微 

生物）通常MLOと略称される電子顕微鏡的微生物て、動物のMLOと異 

なり、植物のものは培養が出来ず、種属の分類も出来ていない。すでに 

数百の植物から観察報告されているが、それら相互の関係（異種か同種 

かなど）もまだ明らかてはない。 

ビャクダンの催病部位の篩部からは、組胞壁を欠き、周囲を限界膜 

(unit membrane）て包まれた、80-800nmの大き さ不揃いの類球形の 

MLO 粒子が観察されている。病名は病芽がまるで穂(spike) のように 

見えることからSpilce disease、スパイク病と『刊fれる。 

発生生態、宿主および分布 本病はョコバイの一種ノZSS?1S によ 

リ媒介される。また接ぎ木伝染も可能で、ネナシカズラの一種aパcli加 

,叩etcによっても伝播されるという。宿主はビャクダン（Santalum 

albiun）だけのようて、インドのほかネパールで観察されている。 

防除対策 未発病地域にはピャクダンの苗木は持ら込まない。必要な 

ら種子で導入する。播き付けに当たっては種了消青を行う（p 10参照）。 

もし発生を見たならば、防除は極めて難しいことを覚悟しなければなら 

ない0 発生したピャクダンに止息する吸汁性昆虫類の収集と同定によ 

り、生盾史を知って適期に防除を行うことが出来ればよいのだが。出来 

なければ樹種転換を考える必要かあろう。 

3）ラパチョ褐欝弱 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し落菓被害を生ずる。始め菓に 

小さい2-5rnm大の淡褐色～褐色の円珂を生じ、これは拡大として不整 

状の紫褐色］0-20mm 大の病斑になる。病斑は一葉に多数生じ、しだい 

に両縁から乾固巻き込んて落菓する。病斑両面に微小黒点（病原菌の了 

のう殻）を散生する（図版10-6) 
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新芽の奇形化、黄白化により診断は容易である。

病原および病名 Mycoplasn ・alike organlsm( マ イコプラズマ様微

生物) 通常ML0 と略称される電子顕微鏡的微生物て、動物のML0 と児

なり、植物のものは培養が出来ず、種属の分類も出来ていない。すでに

数百の植物から観察報告されているが、それら相互の関係 (異種か同柿

かなど) もまだ明らかてはない。

ビャクダンの椛病部位の姉部からは、細胞壁を欠き、周囲を限界膜

(umt membrane) て包まれた、80~80onm の大きさ不揃いの頬球形の

MLO 粒子が観察されている。病名は病芽がまるで穂 (splke)のように

見えることから Splke dlsease、スパイク病 と呼ばれる。

発生生態、宿主および分布 ネ病はヨコバイの一種ノ儀洲瀞〃dm ぼによ

り媒介 される。 また接 ぎく伝染 も可能で、ネナシカズラの一種 C〃smm

フセ打eteによって も伝播 され るとい う。宿 主は ビャクダン (S〃“′"′〃〃z

α肋伽) だけのようて、イン ドのほかネパールで観察されている。

防除対策 末発病地域にはビャクダンの苗木は持ち込まない。必要な

ら種子で導入する。橋き付けに当たっては種了消毒を行う (p lo参照)。

もし発生を見たならば、防除は極めて難しいことを覚悟しなければなら

ない。発生したビャクダンに生息する吸汁性昆虫類の収集と同定によ

1)、生活史を知って適期に防除を行うことが出来ればよいのだが。出来

なければ樹種転換を考える必要かあろう。

かっぱんびょう

3) ラパチョ褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し落葉被害を生ずる。始め葉に

小さい 2~5mm 大の淡褐 色~ 褐色の円斑を生 じ、これは拡大 として不整

状の紫褐色船 ~20mm 大の病班になる。病班は一葉に多数生じ、しだい

に両緑から乾固巻き込んて落葉する。病班両面に微小黒点 (病原菌の了

のう殻) を散生する (図版 10-6)。
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病原菌 めcospliae eel/a bninneomacu伽馬 Kobayashi 子のう殻は菓 

の両面の表皮下に埋生して生じ、のち頂部が表皮を破って表面に出る。 

黒色、煩球形、徑57-85p m 、高さ67 - 83ji m 、了のうをバナナの房状 

に内臓する。子のうは楕円～長楕円状、2重膜て、頂部は特に厚い、32 -

45 >< 15 -17 5pm , 8個の子のう胞了を不整2列に内臓する。子のう胞 

子は無色、241]I)JL 紡錘形でやや不等辺、13 5-20×4 5-6 5pm . 

発生樹種および分布 最近バラクアイからラパチ3 (Ta加bI"a 

ノ7avescens) に報告された病気て、まだ他の国からの発生報告はない。 

発生生態 病原菌の子のう胞子は雨のあと空中に放出され、風に乗っ 

て伝播する。生活史はまだ全く不明であり、侵入・感染に関する詳細も 

判っていない。 

防除対策 苗畑で発生を見た場合は、銅水和剤（500倍）あるいはマン 

ネブ剤（500-600倍）を10 日おきに2-3 回散布すると良い。 

病原菌 掴yのめノ′"e恋わ勿mz“の“7解雇mzsKobayashi f のう殻は菜

の両面の表皮下に埋生して生じ、のち頂部が表皮を被って表面に出る。

黒色、頬球形、樫 57~85 “m 、高さ 67~83 “1・・、丁のうをバナナの房状

に内臓する。子のうは楕円 ~ 長楕円状、2重膜て、頂部は特に厚い、32~

45 × 15~17 5〆m 、8個の子のう胞了を不整 2列に内賦する。子の う胞

子は無色、 2細胞、紡錘形でやや不等辺、 i3 5~20 × 4 5~6 5"nl 。

発生樹種および分布 最近バラクアイからラパチョ (7bbeb〃m

月〃〃es"〃s) に報告された病気て、まだ他の国か らの発生報告はない。

発生生態 病原菌の子のう胞子は雨のあと空中に放出され、風に乗っ

て伝播する。生活史はまだ全く不明であり、侵人・感染に関する詳細も

判っていない。

防除対策 苗畑で発生を見た場合は、銅水和剤 (500倍}あるいはマン

ネブ剤 (500~600 倍) を 10 日おきに 2~3 回散布すると良い。
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